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2 0 1 7～2 0 1 8 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

クラブテーマ ：参加して、行動して、ロータリーを楽しむ Let’s Enjoy Rotary 

会長／大木健市  幹事／林 博宣  会報委員会／中西弘徳・宇野秀幸 例会／毎週火曜日 12：30 豊川商工会議所 

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4 豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 ＨＰ／http://toyokawahoi.tank.jp 

本年度第１１回 通算１４９５回

平成２９年９月２６日（火）
出席報告

会員総数 出席者数 出席率 9/5 修正出席率

６６名 ４１名 ６６．１％ ９８．４％

 ゲスト：（なし） ビジター：メーキャップ受付１２名

★会長あいさつ     大木健市会長

本日は合同例会

ということで、

当クラブが担当

させて頂きます。

豊川宝飯ＲＣ

は、豊川ＲＣを

スポンサークラ

ブとして 1985
年 12 月 24 日創立をしました。本年が創立 33
年目になります。これまで支えて頂いた豊川

ＲＣの皆様には心より御礼と感謝を申し上げ

たいと思います。

日本全体でも、地区でも、ロータリークラ

ブの会員数の減少が叫ばれています。これは、

ロータリークラブに限った話ではありません。

少子高齢化に減少されますように、日本全体

の流れかもしれません。

豊川市においては、豊川ＲＣと豊川宝飯Ｒ

Ｃ合わせて約 140 名の会員数を推移しており、

さらに拡大をしていこうという気運もありま

す。先月には、両クラブの会長幹事、会員増

強委員長で、会員増強の話し合いもさせて頂

きました。人口 18 万人に対して、140 名とい

う数字は全体の 0.08％になります。この数字

は少ない数ではありません。ですが、ロータ

リーが社会に奉仕をしていく数としては、更

なる増強が必要であろうと考えます。豊川Ｒ

Ｃを良き親クラブとして見習いながら、会員

増強を図りつつ正しいロータリー活動をして

参りたいと思います。

ロータリーは、親睦と奉仕で成り立ってい

ます。そして、今年の私たちの合言葉は「Let’s 
Enjoy Rotary」です。本日のひと時が楽しく意

義ある時間となりますように、皆様方のご協

力をお願いします。

★豊川ＲＣ会長あいさつ 寺部重人会長

本日は豊川宝飯

ロータリークラ

ブの皆さんにホ

ストを務めて頂

き、有難うござ

います。

 ３年前から年

２回の合同例会

を開催することになっており、今日がその第

１回目となります。それ以前は、年に１回だ

け春に開催されることが多かったようですが、

２月の節分例会を合同例会とするようになり

ましたので、第１回目としては、秋のこの時

期の開催がちょうど良いのではないかと思い
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ます。

 豊川宝飯 RC さんは、すでにガバナー補佐

訪問もガバナー公式訪問も終えられているよ

うですが、私どもは先々週にガバナー補佐訪

問がありました。例会後のクラブ協議会では

事業計画やクラブ運営についていろいろ質問

がありました。豊川宝飯 RC さんは新入会員

の方も多く、また事業もこの後ご紹介頂く「青

い目のお人形と答礼人形里帰り展」の事業な

ど、積極的に取り組んでおられるようで、私

共も負けないようしっかりクラブ運営をしな

ければと感じました。

本年度の神野ガバナーの地区方針は「今日

からのロータリーを楽しもう」であります。

今日はぜひ、それを実践して楽しみたいと思

います。

 お互いすでに知り合いの方も多いとは思い

ますが、豊川宝飯 RC さんには新しい方も多

くおられるようです。今日は２つのクラブを

合わせて８０名程の出席者と伺っています。

ロータリーでは、「親睦はお互いを知り合うこ

とだ」とされており、せっかく、これだけの

方が集まった機会です。皆さんとお互いに知

り合うことで、ロータリーを楽しんで行きた

いと思います。どうぞ宜しくお願いします。

★幹事報告       林 博宣幹事

次回会議と例会について

★豊川宝飯ＲＣ支援事業報告

答礼人形を里帰りさせる会

小野喜明会長

こんばんは、

豊川宝飯ＲＣ

が支援してき

た「青い目の

人形と答礼人

形里帰り展」

に関しての報

告をまずでＤ

ＶＤを見て下さい。（ＤＶＤの視聴）

 見て頂いた

通り、可愛ら

しいお人形の

展示会を行っ

たという報告

です。今から

4 年ほど前に、ご存知の方もいると思います

が、豊川市の中学校の英語の先生で夏目勝弘

さんという方が私のところに来られまして、

答礼人形の里帰り展をやりたいというお話が

ありました。お金集めぐらいのつもりで受け

ました。私は、最初は事務局長ぐらいだった

のですが、色々な事情がございまして、最終

的に会長をやりました。実は、夏目さんはお

体の調子が悪く、今年の 6 月にこの展示会を

見ることなく亡くなられました。夏目先生は、

この人形を使って、英語の授業で日米の民間

交流の大切さを子ども達に教えていました。

過去の事を子ども達に伝えたいという夏目先

生の想いに、私もどんどん引きずり込まれ、

結局私が会長になりました。

 私が会長になったということもあり、豊川

宝飯ＲＣの創立 30 周年事業としても盛り込

んで頂き、3 年間この事業の支援をしてもら

いました。

 青い目の人形は、全国の学校に 337 体残っ

ています。実は、12,000 体ぐらい日本に来て

います。昭和 2 年に贈られてから、太平洋戦

争があり、人形といえどもスパイだというこ

とで、国の命令で焼けとか壊せとかいうこと

があり、各地の学校で子供たちの目の前で、

焼いたり壊したりしたそうです。やはり人形

ですから、子ども達の中では大切にしたいと

いう想いがあり、そのようなことが先生たち

にも伝わりまして、先生たちが屋根裏や床下

に隠してそれが現在まで残っています。

 この話は、昭和 48 年のＮＨＫの「人形使節

メリー」というドキメンタリーが放送されま

した。その隠した先生方が退職をされるころ

に、初めて戦前にこのような事をして、国の

命令に背いたことを告白されました。それを

キッカケに、全国に青い目の人形が何体残っ

ているかということで、最初は 1 体から始ま

り、全国に 337 体残っていることが分かりま

した。そのうちの 9 体が三河に残っており、5
体が東三河に残っています。残っている学校

は、だいたい田舎の小さな学校で、校舎が立

て替えられずに人形が残ったということです。

1 体だけ、名古屋の民間の方の所有している

人形があり、愛知県内には 10 体の人形が現存

しています。

 昭和 2 年にこの青い目の人形の返礼として

アメリカに 58 体の市松人形を贈ったという

歴史があります。その中の 1 体として、ミス

愛知という市松人形が贈られたという記録は
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ありますが、人形は行方不明でした。2010 年

に再発見されて、2012 年にミス愛知であるこ

とが判明しました。その発見を受けて、夏目

先生が、このミス愛知を是非、愛知県に里帰

りさせたいということで始まりました。

 最初は、私もお手伝い程度だと軽い気持ち

で受けましたが、その後は色々と大変でした。

今年の 7月 15日に日本にミス愛知の所有者の

方が、ミス愛知を日本に持ってきてくれて、

成田空港で受取り、それから豊川市の展示か

らスタートして、岡崎、一宮、名古屋と約 40
日間の展示会を行い、9 月 10 日に終了したと

ころであります。展示会は、里帰りしたミス

愛知、昭和 2 年に日本に贈られた青い目の人

形 10 体、新青い目の人形 9 体を同時に展示し

ました。

新青い目の人形は、青い目の人形を贈って

くれたギューリックさんのお孫さんのギュー

リック 3 世さんが、お爺さんの遺志を引き継

いで 30年前より約 300体の新青い目の人形を

全国各地に贈られている人形です。

 ロータリー的に言いますと、米山梅吉さん

がロータリーを日本に作ったのが 1920 年、こ

の人形の話は 1927 年です。この人形交流の後

に、Mr.＆Mrs.アメリカという人形交流があり、

これに関わったのが東京ＲＣという記録が残

っています。そんな雰囲気が当時あったとい

うことを皆さんに知って頂きたいです。その

当時のアメリカでは、今のトランプ大統領的

な発言があり、日本からの移民を拒絶すると

いう雰囲気がアメリカ全体にありました。そ

の厳しい状況の中で、この事業をやったとい

うことです。同じころに、米山梅吉さんはア

メリカに行ってロータリーを日本に作ろうと

認証をもらい、東京ＲＣを創立しました。ま

た、商工会議としても関わりがあります。こ

の答礼人形を日本から贈るために中心になっ

たのは、渋沢栄一さんという明治の初めに商

工会議所を作った方であります。

 そのようにご縁もありまして、ギューリッ

クさんという宣教師、渋沢栄一さん、ギユー

リックさんのお孫さんのギユーリック 3 世さ

んの行った日米人形交流、夏目勝弘さんたち

の想いもありまして、今回の里帰り展開催と

なりました。

 豊川宝飯ＲＣとしては、「地元小学校での出

前授業」の開催、「中京大学でのシンポジウム」

の開催、今回の里帰り展前の「青い目の人形

と新青い目の人形の同窓会」開催と 3 つの事

業を行ってもらいました。いずれも、ロータ

リー財団の地区補助金を受けての事業で、3
つの総事業費は約 150 万円になります。大変

ありがとうございました。

 今後は、特別に考えている訳ではありませ

んが、この人形たちが 90 歳になります。お肌

はボロボロ、腕が外れていたり、目が開いた

り開かなかったりしています。状態が良くあ

りません。所有者は各地の学校で、校長室に

保管されています。アメリカに行った答礼人

形は、博物館や美術館で保管されているので、

保存状態は良いです。それでも 90 年経ってい

る人形です。答礼人形は、日本で修理するこ

とができますので安心ですが、青い目の人形

は修理が難しいです。このような人形の保存

を何とかしたいと個人的には考えています。

その節には、また皆さんにご支援をお願いし

たいと思っています。

 民間の交流を通じて、日米関係が悪かった

のが、良くなったりと言う史実があります。

現在に置き換えると、北朝鮮と日本、アメリ

カが今の様な状態であっても、北朝鮮と民間

交流をしようという勇気のある行動、これこ

そがこの史実の教えだと思います。90 年前に

勇気ある行動があったことを皆さんに知って

頂く事がこの事業の目的であります。

 色々とご協力ご支援下さった皆様方に心よ

り御礼申し上げます。おりがとうございまし

た。

★乾杯         高桑耐副会長

 皆さん、こ

んばんは。昨

年度は、ガバ

ナー補佐とし

て皆さんには

大変お世話に

なりました。1
年間、WFF、

IM、分区ゴルフ大会と大変お世話になりまし

た。良い勉強が出来ました。今年は、豊橋ゴ

ールデンの大須賀憲太君が一生懸命にやって

います。今年こそは、晴天に恵まれたゴルフ

大会を開催したいと言っていましたので、皆

さん大勢で参加をしてあげて下さい。

豊川ＲＣ と豊川宝飯ＲＣの発展と、今年の両

クラブの行事や事業が全て成功します事を祈

念しまして、乾杯!! 
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★懇親会

★ゴルフ同好会

9 月 29 日第 2
回ゴルフ同好

会&豊川 RC
との合同コン

ペが平尾 CC
にて行われま

した。

合同コンペ     GROSS HDCP NET 
優 勝 山本章吾  ９５  25.2  69.8 
準優勝 吉田 悟  ８７  15.6  71.4 
３ 位 竹本尚美  ８３  13.2  72.8 
ﾆｱﾋﾟﾝ 竹本尚美、水野太一、山崎憲雄

大木健市

ﾄﾞﾗｺﾝ 山本博史②

クラブ対抗戦 豊川宝飯ＲＣ

第 2 回コンペ    GROSS HDCP NET 
優 勝 中西弘徳  ８０  ９ ７１

準優勝 加藤哲山  ９２ ２０ ７２

３ 位 浅野 晋  ７９  ７ ７２

★ロータリー活動

9 月 18 日に三遠ネオフェニックスの B．

LEAGUE2017-18 シーズン開幕に向けたパー

ティーが開催され、大木会長、柴田会長エレ

クトが参加し、大変盛会なパーティーでした。

会報担当：中西弘徳会員・宇野秀幸会員


